
case study
最
近
の
傾
向
と
今
後
の
課
題

敬
愛
大
学
国
際
学
部
で
は
、学
部
発
足（
一
九
九
七

年
）
以
来
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
を
実
施
し
て
き

た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
研
修
先

と
研
修
目
的
及
び
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

本
学
部
に
お
け
る
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
は
正

規
の
授
業
で
、
そ
の
目
的
は
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
際
に
自
分
の
目
で
見
て
、
確
か
め
る
こ
と
に
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
百
聞
は
一
見
に
如
か
ず
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
原
則

と
し
て
研
修
先
の
地
域
研
究
が
専
門
の
専
任
教
員
が

発
案
・
計
画
し
、
引
率
も
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

参
加
学
生
は
事
前
講
義
を
三
回
か
ら
四
回
ほ
ど
受
け
、

研
修
先
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
と
研
修
目
的
を
学

習
す
る
。
ま
た
、

研
修
参
加
後
は

そ
の
体
験
と
事

前
講
義
を
踏
ま

え
て
、
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
、

二
単
位
を
取
得

す
る
こ
と
が
で

き
る
。
研
修
期

間
は
一
週
間
か

ら
一
〇
日
が
基

本
と
な
っ
て
い

る
。
研
修
時
期

は
通
常
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休

み
の
長
期
休
暇

期
間
中
と
な
っ
て
い
る
。
参
加
費
用
は
一
〇
万
円
か

ら
二
〇
万
円
以
内
が
基
本
で
あ
る
が
、
研
修
先
と
実

施
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。

「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
は
一
年
間
に
二
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
が
、

こ
こ
一
〇
年
に
お
い
て
は
、
諸
般
の
国
際
情
勢
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
な
ど
で
研
修
先
を
変
更
、

も
し
く
は
中
止
す
る
な
ど
の
事
態
が
起
き
た
。
ま
た
、

ア
フ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
計
画
し
た
が
、
参
加
費

用
が
高
か
っ
た
た
め
、
参
加
学
生
が
規
程
の
定
数

（
一
〇
名
）
に
満
た
ず
、
取
り
や
め
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
長
距
離
の
研

修
に
関
し
て
、
今
年
度
か
ら
は
航
空
運
賃
が
最
も
安

い
一
一
月
に
実
施
で
き
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
、
授
業
期
間
中
の
実
施
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
の
で
、

こ
の
点
は
大
き
な
改
革
で
あ
る
と
言
え
る
。
実
際
、

今
年
度
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
一
一
月
に
計
画
し
た

が
、
九
月
よ
り
も
一
〇
万
円
近
く
安
く
な
っ
た
。
そ

の
た
め
、
学
生
の
参
加
状
況
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。

国
際
学
部
は
、
二
〇
〇
七
年
に
学
部
改
革
を
お
こ

な
い
、
国
際
協
力
学
科
か
ら
国
際
学
科
と
な
り
、「
国

際
学
専
攻
」
の
他
に
「
地
域
こ
ど
も
教
育
専
攻
」

（
二
〇
一
一
年
度
か
ら
は
「
こ
ど
も
学
科
」
と
な
る
）

を
新
設
し
た
。
学
部
改
革
ま
で
は
、
国
際
協
力
を
学

部
の
教
育
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
た
め
、「
海
外
ス
ク
ー

リ
ン
グ
」
の
目
的
も
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
現
場
の
視
察
、

種
々
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活
動
、
及
び
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を

視
察
し
、
時
に
は
参
加
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
お
の
ず
と
研
修
先
は
発
展
途
上
国
に
限
定

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
中

国
を
初
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
と
本
学

部
の
改
革
に
よ
っ
て
、
そ
の
目
的
は
大
き
な
方
向
転

換
を
迫
ら
れ
、
研
修
先
は
よ
り
広
範
な
地
域
、
欧
米

へ
と
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ

と
は
学
生
、
特
に
留
学
生
の
希
望
と
も
一
致
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
に
は
当
然
の
こ
と
な
が

ら
、
留
学
生
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
留
学
生

が
最
初
に
参
加
し
た
ス
ク
ー
リ
ン
グ
は
、
二
〇
〇
〇

年
に
実
施
し
た
ロ
シ
ア
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
三
回
実
施
し
た
台
湾
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
は
多

く
の
中
国
人
留
学
生
の
参
加
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
理

由
は
、
中
国
人
の
場
合
、
台
湾
へ
の
渡
航
ビ
ザ
が
取

り
に
く
く
、
特
に
個
人
旅
行
の
ビ
ザ
取
得
は
困
難
で

あ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
数
年
前
か
ら
台

湾
政
府
は
中
国
人
に
対
す
る
観
光
ビ
ザ
取
得
の
条
件

を
大
幅
に
緩
和
し
た
た
め
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
で
行
か

な
く
て
も
、
個
人
的
に
旅
行
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
人
留
学
生
に
と
っ
て
、

台
湾
ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
対
す
る
魅
力
は
減
少
し
て
い

る
と
い
え
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

は
未
だ
に
個
人
の
ビ
ザ
の
取
得
は
、
煩
雑
で
困
難
で

あ
る
。
加
え
て
、
経
済
発
展
の
め
ざ
ま
し
い
ア
ジ
ア

諸
国
か
ら
の
留
学
生
は
、
か
つ
て
の
日
本
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
欧
米
志
向
の
傾
向
が
強
い
。
彼
ら
が

希
望
す
る
研
修
先
は
、
発
展
途
上
国
よ
り
も
先
進
国

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン

グ
」
の
研
修
先
は
毎
年
少
な
く
と
も
一
方
は
、
欧
米

諸
国
に
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。
現
に
今
年
度
実
施

予
定
の
「
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
」
の
参
加
予
定
の

半
数
は
留
学
生
で
あ
る
。

ま
た
、「
こ
ど
も
学
科
」の
新
設
に
と
も
な
い
、
そ

の
目
的
に
「
初
等
教
育
」
を
加
え
て
い
く
必
要
が
出

て
く
る
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
初
等
教

育
の
先
進
国
で
あ
る
北
欧
諸
国
へ
の
研
修
が
必
要
と

な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
に
小
学
校
を
建

敬
愛
大
学
国
際
学
部
の
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授
・
国
際
交
流
委
員
長

家
近

亮
子

敬
愛
大
学
特
任
教
員

石
橋

嘉
一

表 「海外スクーリング」実施プログラム

研 修 目 的 及び 内 容

マニラ・セブ島における JICAの活動の
視察。
台湾の歴史・政治・社会の学習。経済最
前線の視察。

台湾の歴史・経済・政治・社会の学習。台
湾大学訪問。

日韓関係の歴史の学習。国連の活動、板
門店の視察。

メコンデルタの農業視察。カントー大学
との交流。シェムリアプ・アンコール遺
跡の国際研修。
南米の日系移民史の学習。日系移民社会
の視察。

改革開放政策最前線の視察。パンダステー
ション訪問。

トルコの歴史・政治・経済の学習。日本
大使館訪問。

ニューヨークの経済・社会の学習。国連
本部訪問。
台北の日系企業、高雄の工場視察。政治
大学との交流。

ユネスコなどの国連組織の視察。パリの
歴史の学習。

新型インフルエンザ流行のため中止。

〃

ハワイの日系移民の歴史の学習。コーヒー
農園訪問。
英仏の歴史と文化の学習。EUの金融経済
の視察。

研 修 先

フィリピン

台 湾

台 湾

韓 国

ベトナム／
カンボジア

ブラジル

中 国

トルコ

アメリカ

台 湾

スイス・フ
ランス

アメリカ・
ハワイ
台 湾

アメリカ・
ハワイ
イギリス・
フランス

実施年度

２００１年

２００２

２００３

２００４

２００５

２００６

２００７

２００８

２００９

２０１０
（予定）

写真 ２００７年実施の台湾スクーリング：
「世界一高いビル（当時）を背景に」（左）、「高雄のBOTH－WELL社の工場見学」（右）

2010.9 留学交流 1011 留学交流 2010.9

大学等における体制作り
特集

／留学交流／２２年９月号／事例紹介　敬愛大学　１０  2010.08.26 12.45.55  Page 10 



設
す
る
よ
う
な
国
際
協
力
活
動
も
必
要
と
な
る
で
あ

ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
当
初
の
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン

グ
」
の
目
的
が
復
活
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
を
長
期
的
に
継
続
し

て
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
目
的
と
研
修
先
を
国
際
情

勢
の
変
化
と
学
生
の
関
心
の
変
化
、
学
部
の
教
育
目

的
の
変
化
に
合
わ
せ
て
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
引
率
教
員
は
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、

常
に
学
生
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
で
き

る
だ
け
低
価
格
で
提
供
し
て
い
く
努
力
が
必
要
と
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

e
-le
a
rn
in
g

を
活
用
し
た

「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
の
支
援

敬
愛
大
学
の
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
に
お
い
て

は
、
も
う
一
つ
特
筆
す
べ
き
近
況
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

「m
oodle

（
ム
ー
ド
ル
）」
と
い
うe-learning
シ
ス

テ
ム
を
活
用
し
、
渡
航
前
の
事
前
学
習
を
支
援
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。m

oodle

と
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
授
業
用
のW

eb

ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る

ソ
フ
ト
で
あ
る
。
例
え
ば
、m

oodle

を
活
用
す
る

こ
と
で
、
授
業
に
関
す
るW

ord

や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
資
料

をW
eb

上
に
掲
載
で
き
、
画
像
や
音
声
等
も
組
み

込
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
許
可
さ
れ
て
い

れ
ば
、
授
業
で
役
に
立
つW

eb

サ
イ
ト
へ
リ
ン
ク

を
貼
る
こ
と
が
で
き
る
。m

oodle

に
は
、
学
習
を

支
援
す
る
機
能
が
数
多
く
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
今
日

で
は
世
界
各
国
の
教
育
機
関
で
広
く
普
及
し
て
い
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

敬
愛
大
学
に
お
い
て
は
、「
千
葉
圏
域
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
事
業
の
一
環
と
し
て
、
二
〇
〇
九
年
度
か

らm
oodle

の
積
極
的
な
活
用
が
試
行
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
国
際
学
部
、経
済
学
部
を
合
わ
せ
、約
四
〇

の
授
業
に
お
い
てm

oodle

の
コ
ー
ス
が
立
ち
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
通
常
、m

oodle

の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

各
教
員
が
自
分
の
授
業W

eb

サ
イ
ト
を
独
自
に
構

築
す
る
方
法
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

敬
愛
大
学
の
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
に
お
い
て
は
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
支
援
委
員
会
と
海
外
ス
ク
ー
リ
ン

グ
担
当
教
員
が
協
力
し
、
過
去
の
実
績
、
課
題
等
を

共
有
し
、
組
織
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
が
行
わ
れ

て
き
た
。
調
査
と
会
議
を
重
ね
た
結
果
、
渡
航
先
が

違
え
ど
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
共
有
化
が
図
れ
そ
う
な

学
習
項
目
が
明
ら
か
と
な
り
、
教
材
作
成
の
試
行
に

至
っ
た
。

で
は
、m

oodle

の
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
コ

ン
テ
ン
ツ
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。
ま
ず
、
現
在
で

は
、
渡
航
前
の
事
前
学
習
支
援
と
い
う
位
置
づ
け
で

教
材
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

教
材
は
前
半
、
後
半
か
ら
成
り
、
前
半
で
は
渡
航

先
各
国
の
概
要
が
学
べ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

後
半
か
ら
は
、
渡
航
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
な
る
よ

う
設
計
さ
れ
て
い
る
。
教
材
前
半
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

一．
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」担
当
教
員
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
過
去
に
参
加
し
た
学
生
レ
ポ
ー
ト
の
掲
載
、

二．

渡
航
先
各
国
の
概
要
（
政
治
、
社
会
、
経
済
、

文
化
等
）
の
紹
介
、
三．

渡
航
先
各
国
の
主
な
社
会

問
題
、
国
際
協
力
活
動
等
の
事
例
紹
介
、
と
な
っ
て

い
る
。
渡
航
先
の
社
会
・
文
化
に
対
す
る
基
本
的
な

知
識
の
習
得
と
、「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
に
参
加

す
る
意
義
、
参
加
目
的
の
明
確
化
を
図
れ
る
よ
う
教

材
に
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。

教
材
後
半
は
、
一．

渡
航
先
の
安
全
情
報
の
確
認
、

危
険
を
回
避
す
る
生
活
の
仕
方
、
二．

W
eb

カ
レ

ン
ダ
ー
で
の
予
定
表
の
作
成
、
三．

パ
ス
ポ
ー
ト
、

ビ
ザ
の
申
請
の
仕
方
、
成
田
空
港
で
の
出
国
方
法
等

の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
と
な
っ
て
い
る
。
現
地
で

の
生
活
の
ノ
ウ
・
ハ
ウ
と
、
出
国
に
関
す
る
準
備
を

学
生
の
目
線
か
ら
捉
え
、
そ
れ
ら
に
必
要
な
支
援
が

で
き
る
よ
う
教
材
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。

パ
ス
ポ
ー
ト
や
ビ
ザ
、
空
港
ま
で
の
移
動
手
段
に

関
す
る
情
報
を
掲
載
す
る
配
慮
は
、
留
学
生
の
多
い

本
学
独
自
の
取
組
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
教
材

へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
先
に
紹
介
し
た
学
内
で
の
組

織
的
な
協
力
体
制
の
下
で
生
ま
れ
て
き
た
。
今
後
の

計
画
は
、
渡
航
前
の
学
習
支
援
の
み
な
ら
ず
、
渡
航

後
の
学
習
支
援
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。
ス
ク
ー
リ

ン
グ
で
得
た
知
識
と
体
験
を
よ
り
内
面
化
し
、
深
い

学
習
が
行
わ
れ
る
よ
う
教
材
の
開
発
に
取
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
学
生
が
渡
航
後
に
書
き
上
げ
る
レ
ポ
ー

ト
もm

oodle

経
由
で
ス
ム
ー
ズ
に
提
出
さ
せ
、
教

員
と
い
つ
で
も
直
接
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
で
き
る
よ
う

に
計
画
中
で
あ
る
。

e
-le
a
rn
in
g

の
活
用
に
向
け
た

教
員
研
修

「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」
の
支
援
体
制
の
構
築
は
、

シ
ス
テ
ム
的
な
ハ
ー
ド
面
の
開
発
の
み
で
な
く
、
人

的
な
ソ
フ
ト
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
関
し
て
も
同
様
に
力

が
注
が
れ
て
い
る
。
敬
愛
大
学
で
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
支
援
委
員
会
を
中
心
に
、m

oodle

の
基
本
的

な
操
作
に
関
す
る
Ｆ
Ｄ
を
展
開
し
て
き
た
。

教
員
研
修
と
し
て
「
講
演
会
」
や
「
講
習
会
」
を

定
期
的
に
開
催
し
、e-learning

に
関
し
て
親
近
感

が
持
て
る
よ
う
配
慮
を
重
ね
て
き
た
。「
講
演
会
」で

は
、
学
外
の
専
門
家
を
招
聘
し
、e-learning

の
効

果
的
な
運
用
方
法
か
ら
教
材
の
著
作
権
に
至
る
多
様

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
て
き
た
。「
講
習
会
」
で

は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
支
援
委
員
会
で
三
タ
イ
プ
の

教
員
研
修
を
開
発
し
、m

oodle

の
基
本
的
な
操
作

を
中
心
に
教
職
員
を
対
象
に
実
施
し
て
き
た
。

一．
「
昼
休
み
講
習
」：

一
二：

一
五－

一
二：

五
〇

ま
で
の
短
時
間
の
講
習
会（
毎
週
火
・
木
開
催
）

二．
「
集
中
講
習
」：

六
〇
分
間
の
集
中
講
習
会
（
夏

季
休
業
前
に
二
回
開
催
）

三．
「
個
人
研
修
」：

希
望
す
る
日
時
に
特
任
教
員
が

個
別
に
研
修

教
員
研
修
の
シ
ラ
バ
ス
と
冊
子
も
合
わ
せ
て
開
発

さ
れ
、「
基
礎
編
」
で
は
、
一．

登
録
、
二．

シ
ラ

バ
ス
の
掲
載
、
三．

学
習
資
料
の
掲
載
、「
応
用
編
」

で
は
、
四．

小
テ
ス
ト
の
作
成
、
五．

レ
ポ
ー
ト
課

題
の
回
収
、
と
章
立
て
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
一
〇
年

度
は
、「m

oodle

学
生
の
し
お
り
」
と
称
す
る
学
生

向
け
の
小
冊
子
も
刊
行
さ
れ
た
。m

oodle
を
活
用

し
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
践
は
、
今
後
も
増
え
て

い
く
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
敬
愛
大
学
で
は
、
国
際
化
教
育
の
充

実
を
図
る
た
め
に
、
様
々
な
体
制
作
り
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
か
ら
ず
課

題
も
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
、m

oodle

を
活
用
し
た

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
織
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と

に
努
力
を
要
し
た
。e-learning

は
、face-to-face

の
対
面
授
業
を
脅
か
す
存
在
で
あ
る
と
い
う
誤
解
が

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、e-learning

は

既
存
の
教
育
を
よ
り
良
く
す
る
「
支
援
ツ
ー
ル
」
で

あ
り
、「
副
教
材
」
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
学
内
に

広
め
て
い
く
こ
と
で
徐
々
に
解
決
し
て
い
っ
た
。
二

つ
目
に
は
、e-learning

コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
人
員

及
び
シ
ス
テ
ム
管
理
・
保
守
に
お
け
る
人
員
の
充
分

な
確
保
に
困
難
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題

は
ど
こ
の
大
学
で
も
同
様
で
あ
る
と
思
う
が
、
今
後

も
限
ら
れ
た
予
算
と
人
員
で
シ
ス
テ
ム
を
運
営
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

以
上
が
、
敬
愛
大
学
の
「
海
外
ス
ク
ー
リ
ン
グ
」

を
め
ぐ
る
近
況
と
課
題
で
あ
る
。
今
後
も
本
学
独
自

の
体
験
型
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図 「海外スクーリング」moodle のコンテンツ例

写真 コンソーシアム支援委員会（左）と FD講演会（右）の開催風景
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